
広報「みやわか」が、あなたの生活に欠かせない「話題」と「情報」をお届けします。



２

【表紙写真】

強烈なストローク（横から

打つこと）を決める熊井選

手。今年、２人１組みでの

大会で九州大会に出場、福

岡県の強化選手にも選ばれ

た。目標は、全国制覇。夢

実現に向け取り組む姿は、

私たちに希望を与えてくれ

ます。

「
フ
ァ
イ
ト
、
フ
ァ
イ
ト
ー
」

体
育
館
中
に
響
き
渡
る
か
け
声
、
ボ
ー
ル
を

打
ち
返
す
音
。
入
口
の
扉
を
開
け
る
前
か
ら
、

練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
る
生
徒
の
熱
気
を
感
じ

と
る
こ
と
が
で
き
る
。

宮
田
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
こ

れ
ま
で
六
度
、
九
州
大
会
出
場
を
果
た
し
て
い

る
強
豪
チ
ー
ム
。
現
在
、
部
員
は
七
人
と
多
く

は
な
い
が
、
そ
の
分
選
手
一
人
ひ
と
り
の
自
覚

が
、
こ
れ
ま
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
き
た
。

今
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
の
が
主
将
の
熊
井
瞳
さ
ん
。
見
た
目
は
、
小

柄
で
き
ゃ
し
ゃ
な
女
の
子
だ
が
、
ラ
ケ
ッ
ト
を

振
り
出
す
と
、
打
ち
返
さ
れ
た
ボ
ー
ル
は
ま
る

で
硬
球
の
よ
う
な
鋭
さ
を
見
せ
る
。「
今
年
は
、

ど
う
し
て
も
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
い
。
思

い
は
か
な
う
と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
胸
の
内
を

明
か
し
て
く
れ
た
。

こ
の
テ
ニ
ス
部
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る

の
が
、
部
員
一
人
ひ
と
り
が
決
ま
り
事
を
決
め
、

そ
れ
を
実
行
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
テ

ニ
ス
に
限
っ
た
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
た
あ

と
の
食
器
は
、
自
分
で
片
づ
け
る
」
や
「
靴
を

そ
ろ
え
る
」
な
ど
を
自
ら
に
課
し
て
い
る
。「
テ

レ
ビ
Ｃ
Ｍ
中
に
腹
筋
を
し
ま
す
」
と
照
れ
な
が

ら
教
え
て
く
れ
た
生
徒
も
い
た
。

宮
田
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
は
、
今

年
で
創
部
十
二
年
を
迎
え
る
。
今
、
七
人
の
選

手
は
、
悲
願
の
「
全
国
制
覇
」
に
向
け
、
挑
戦

の
一
年
を
駆
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

宮田中学校女子ソフトテニス部

悲願の「全国制覇」に向け、
挑戦の１年が始まる。

旬の人。
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c o n t e n t s

宮若市のまちづくりは、
市民の皆さんが主役です。
　

公表します 「人事異動」

安全・安心な町のため、防犯活動に休みはない

宮若警察署

旬の人。
・宮田中学校女子ソフトテニス部

Miyawaka Waching
・「宮田町、若宮町閉庁式」など

みやわかHOT LINE
・「食生活改善教室」など

イベント＆ニュース
・「納税」など

宮若市探訪
・ふる里は燃えている。　

宮
若
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
で
す
。

２
月
11
日
、
宮
田
町
と
若
宮
町
が
一
緒
に

な
り
、「
宮
若
市
」
が
ス
タ
ー
ト
。
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
二
町
が
築
い
て
き
た
歴
史
、
文
化
、

伝
統
、
産
業
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生

か
し
、
力
を
併
せ
る
。
二
町
が
一
体
と
な

れ
ば
、「
宮
若
市
」
は
無
限
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
市
民
の

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

加
す
る
こ
と
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
、

行
政
で
は
な
く
皆
さ
ん
で
す
。
今
回
は
、

宮
若
市
の
最
初
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
、
宮

若
市
開
庁
式
の
模
様
を
お
伝
え
し
ま
す
。

3
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「
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
文
化
、
伝
統
を

宮
若
市
の
共
有
の
財
産
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す

め
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
と

企
業
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
『
ひ
と
・
み

ど
り
・
産
業
が
輝
く
新
た
な
ふ
る
さ
と
』
を

目
指
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
宮

若
市
に
住
む
市
民
の
皆
さ
ん
が
『
合
併
し
て

よ
か
っ
た
』、『
宮
若
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
』

と
心
か
ら
思
え
る
よ
う
、
職
員
一
同
努
力
し

て
い
き
ま
す
」

開
庁
式
で
決
意
を
話
す
渡
辺
豊
利
宮
若
市

長
職
務
執
行
者
。

２
月
11
日
、
小
雨
が
混
じ
る
中
、
多
く
の

来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ
た
宮
若
市
開
庁
式
。

本
庁
舎
で
は
、
除
幕
式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
渡
辺
宮
若
市
長
職
務
執
行
者
は
、

旧
若
宮
町
の
宝
部
旧
若
宮
町
長
と
握
手
を
交

わ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
若
宮
町
役
場
に

場
所
を
移
し
て
「
若
宮
総
合
支
所
」
の
開
所

式
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
開
庁
式
を
見
に
き
た
五
十
代
の
男
性

市
民
は
、「
い
よ
い
よ
新
し
い
ま
ち
が
は
じ

ま
る
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
の
式
典
で
し
た

が
、『
雨
降
っ
て
地
固
ま
る
』
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
宮
若
市
が
よ
り
よ
い

ま
ち
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

 

宮
若
市
役
所
本
庁

所
在
地　

宮
若
市
宮
田
二
十
九
番
地
一

☎
３
２
・
０
５
１
０

● 

部
長　

和
田 

巡

● 

次
長　

有
吉 

武
雄

● 

課
長  

山
中 

敏
範

● 

課
長
補
佐  

草
場 

和
義

● 

総
務
係
長　

東 

雅
也

● 

人
事
秘
書
係
長　

白
土 

成
人

● 

防
災
安
全
係
長　

榎
本 

啓
司

● 

係
長　

福
本 

隆
治

● 

課
長  

灘
波 

千
明

● 

課
長
補
佐  

塩
川 

好
喜
（
国
保
年
金
係

長
兼
務
）

● 

市
民
係
長　

有
川 

淳
子

● 

情
報
推
進
係
長　

菊
池 

賢
豪

● 

部
長　

大
塚 

省
一

● 

次
長　

広
門 

昭
義

● 

課
長　

山
本 

和
久

● 

参
事　

入
江 

秀
敏

● 

課
長
補
佐　

渡
邉 

聡

● 

企
画
調
整
係
長　

吉
田 

順
一

● 

財
政
係
長　

有
吉 

光
彦

● 

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長　

尾
藤 

康
弘

● 

管
財
係
長　

本
田 

克
也

● 

課
長  

神
谷 

信
幸

● 

参
事  

千
手 

文
彦

● 

課
長
補
佐  

松
井 

康
博
（
市
民
税
係
長

兼
務
）

● 

収
納
係
長  

松
本 

信
義

● 

資
産
税
係
長  

有
田 

勇
二

● 

室
長　

黒
山 

修
一

● 

滞
納
対
策
係
長　

野
見
山 

隆
夫

● 

部
長　

柿
原 

徹
（
宮
若
市
福
祉
事
務
所

長
兼
務
）

● 

次
長　

佐
久
間 

熊
雄

● 

次
長　

安
永 

友
則

総
務
部

情
報
公
開
や
統
計
、
職
員
の
人
事
や
給
与
、
消
防
、

防
災
、
交
通
安
全
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

総
務
課　
　

  　
　
☎
３
２・０
５
１
１

市
税
や
料
な
ど
の
滞
納
に
関
す
る
対
策
全
般
を
、
担

当
し
ま
す
。

滞
納
対
策
室  　
☎
３
２・１
０
０
８

総
合
計
画
や
広
報
、
予
算
編
成
や
財
政
計
画
、
人
材

育
成
や
自
治
会
、
市
有
財
産
管
理
や
庁
舎
管
理
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。

企
画
財
政
課　

   

☎
３
２・０
５
１2

企
画
財
政
部

転
入
転
出
や
住
民
票
、
戸
籍
な
ど
、
国
民
健
康
保
険

や
国
民
年
金
、
老
人
保
健
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
管
理

な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

市
民
生
活
課 　
☎
３
２・０
５
１
４

民
生
部

市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収
や
市
税
な
ど
の
証

明
書
の
交
付
、
市
県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
賦

課
、
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
の
評
価
な
ど
を
担
当

し
ま
す
。

税
務
課　

           

☎
３
２・０
５
１
３

Miyawaka city　4

「
人
事
異
動
」

公
表
し
ま
す

２
月
11
日
付
け
で
、
宮
若
市
役
所
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
課
の
簡
単
な

業
務
内
容
と
併
せ
て
、
係
長
以
上
を
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
い
業
務
内
容
に
つ
い
て
は

各
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
し
い
組
織
は

ど
う
な
っ
て
る
の
？

「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」、

「
宮
若
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と

市
民
が
誇
り
を
持
て
る
よ
う
な

ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

⑤

④ ③

②

①

①開庁式で決意を述

べる渡辺宮若市長職

務執行者②本庁入口

で行われた除幕式の

様子③渡辺宮若市長

職務執行者とがっち

り握手を交わす宝部

前若宮町長④多くの

来賓、報道陣の中、

式典が行われまし

た。⑤若宮総合支所

でも、テープカット

が行われました。
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● 

課
長　

金
子 

正
幸

● 

課
長
補
佐　

吉
村 
浩
子
（
児
童
母
子
福

祉
係
長
兼
務
）

● 

第
一
保
育
所
長　

福
島 

永
子

● 

第
二
保
育
所
長　

中
村 

恵
美
子

● 

第
三
保
育
所
長　

吉
良 

悦
子

● 

人
権
推
進
係
長　

清
水 

範
行

● 

課
長　

大
五 

裕
之

● 

課
長　

藤
城 

義
博
（
介
護
保
険
広
域
連

合
）

● 

課
長
補
佐　

清
水 

勝
俊
（
障
害
者
福
祉

係
長
兼
務
）

● 

健
康
対
策
係
長  

奈
木
野 

広
幸

● 

老
人
福
祉
係
長  

本
丸 

伸
司

● 

課
長　

篠
崎 

文
親

● 

課
長
補
佐　

田
中 

清
之
（
事
務
係
長
兼

務
）（
福
岡
県
か
ら
派
遣
）

● 

課
長
補
佐　

三
角 

洋
子
（
福
岡
県
か
ら

派
遣
）

● 

保
護
一
係
長　

松
尾 

竜
彦

● 

保
護
二
係
長　

花
井 

秀
俊

● 

課
長　

和
田 

恒
満

● 
課
長
補
佐　

山
見 

嘉
昭

● 
環
境
衛
生
係
長　

竹
内 

久
好

● 

環
境
対
策
係
長　

和
田 

靖
男

● 

部
長　

福
原 

秀
一

● 

次
長　

斉
藤 

邦
正

● 

次
長　

高
橋 

明

● 

課
長　

占
部 

繁
男

● 

参
事　

加
留
部 

文
利

● 

課
長
補
佐　

筒
井 

義
美

● 

商
工
観
光
係
長　

谷
口 

忠

● 

企
業
誘
致
係
長　

斎
藤 

重
臣

● 

課
長　

村
山 

徹
之
補

● 

課
長
補
佐　

和
田 

修

● 

国
土
調
査
係
長　

伊
藤 

剛

● 

農
業
振
興
係
長　

本
松 

伸
二

● 

農
業
土
木
係
長　

吉
村 

保
彦

● 

課
長　

有
吉 

東
洋

● 

課
長
補
佐　

松
尾 

博
司

● 

課
長
補
佐　

吉
村 

和
麿
（
建
築
管
理
係

長
兼
務
）

● 

都
市
計
画
係
長　

塩
川 

順
一

● 

課
長　

光
田 
裕
次

● 

課
長
補
佐　

大
塚 
和
幸

● 

維
持
係
長　

有
吉 
智
和

● 

建
設
係
長　

宗
岡 

雅
人

● 

課
長　

鈴
木 

克
己

● 

課
長
補
佐　

中
野 

正
志

● 

課
長
補
佐　

小
山 

勝
則

● 

用
地
係
長　

北
崎 

守
孝

● 

管
理
係
長　

後
藤 

寛

● 

課
長　

山
口 

亨

● 

課
長
補
佐　

小
峠 

義
春

● 

下
水
道
係
長　

木
下 

省
二

● 

管
理
係
長　

寺
本 

卓
史

● 

課
長　

松
元 

満

● 

会
計
係
長　

伊
藤 

満
子

● 

課
長　

宮
崎 

正
則

● 

課
長
補
佐　

安
永 

明
正

● 

業
務
係
長　

柴
田 

伸
幸

● 

給
水
係
長　

井
田 

繁
幸

● 

浄
水
係
長　

柿
原 

義
博

● 

部
長　

向
井 

敏
博

● 

次
長　

豊
福 

哲
馬

● 

課
長　

和
田 

秀
樹

● 

課
長
補
佐　

石
原 

達
也
（
管
理
係
長
兼

務
）

● 

学
校
教
育
係
長　

豊
福 

秀
顕

● 

南
幼
稚
園
主
任
教
諭　

有
吉 

文
香

● 

北
幼
稚
園
主
任
教
諭　

加
留
部 

ち
ず
子

● 

東
幼
稚
園
主
任
教
諭　

古
森 

直
子

● 

緑
ヶ
丘
幼
稚
園
主
任
教
諭　

麻
生 

秀
子

● 

笠
松
幼
稚
園
主
任
教
諭　

田
中 

伸
子

● 

若
宮
幼
稚
園
主
任
教
諭　

安
永 

延
子

● 

吉
川
幼
稚
園
主
任
教
諭　

安
河 

恵
美
子

● 

課
長　

松
尾 

和
明

● 

課
長
補
佐　

山
内 

賢
治

● 

社
会
教
育
・
公
民
館
係
長　

関
岡 

正
治

● 

文
化
振
興
係
長　

舌
間 

悟

● 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長　

豊
福 

徳
光

● 

課
長　

藤
井 

吉
位

● 

参
事　

佐
久
間 

賢
一

● 

学
校
給
食
係
長　

榎
本 

普
行

● 

局
長　

平
山 

雅
敏

● 

次
長　

森
田 

秀
樹
（
議
会
係
長
兼
務
）

● 

局
長　

峯 

政
富

● 

参
事　

有
吉 

誠
治

● 

農
業
委
員
会
係
長　

木
野 

靖
久

● 

局
長　

中
村 

光
夫

● 

課
長
補
佐　

首
藤 

正
輝
（
監
査
係
長
兼

務
）

　

 

若
宮
総
合
支
所

所
在
地　

宮
若
市
福
丸
二
七
二
番
地
一

☎
５
２
・
１
１
１
１

● 

支
所
長　

神
谷 

博
之

● 

次
長　

上
野 

幸
孝

● 

課
長　

松
尾 

孝
一

● 

参
事　

和
田 

俊
次

● 

管
理
係
長　

川
内 

彰
則

● 

国
保
年
金
係
長　

本
田 

光
生

● 

税
務
係
長　

長
浜 

裕
一

● 

市
民
係
長　

野
見
山 

千
鶴

● 

課
長　

井
田 

良
典

● 
課
長
補
佐　

塩
川 

利
一

● 

福
祉
係
長　

神
谷 

政
治

● 

人
権
推
進
係
長　

和
田 

美
起
代

● 

健
康
対
策
係
長　

中
村 

加
代

● 

環
境
衛
生
係
長　

吉
崎 

栄
次

● 

課
長　

本
田 

武
直

● 

課
長
補
佐　

春
田 

政
男

● 

観
光
係
長　

吉
崎 

淳
一

● 

農
業
振
興
係
長　

篠
崎 

正
幸

● 

課
長　

中
村 

安
道

● 

農
業
土
木
係
長　

梶
原 

紀
博

● 

土
木
係
長　

清
水 

建
一
郎

● 

学
校
教
育
庶
務
係
長　

伊
藤 

清
文

● 

社
会
教
育
係
長　

豊
福 

和
久

● 

公
民
館
係
長　

毛
利 

由
喜
子

身
体
障
害
者
（
児
）
福
祉
、知
的
障
害
者
（
児
）
福
祉
、

健
康
づ
く
り
や
各
種
保
健
事
業
、
予
防
接
種
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
、
老
人
福
祉
、
介
護
保
険
、
高
齢
化

対
策
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

健
康
増
進
課  　
☎
３
２・０
５
１
５

生
活
保
護
に
関
す
る
事
務
な
ど
、
全
般
を
担
当
し
ま

す
。保

護
課　

           

☎
３
２・９
３
７
７

産
業
建
設
部

商
工
業
観
光
振
興
、
観
光
資
源
の
開
発
管
理
や
雇
用

促
進
に
関
す
る
こ
と
、
企
業
誘
致
や
企
業
立
地
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。

商
工
振
興
課　

   

☎
３
２・０
５
１
９

児
童
や
母
子
福
祉
、
児
童
手
当
、
民
生
、
児
童
委
員

に
関
す
る
こ
と
、
各
保
育
所
の
維
持
管
理
や
運
営
、

人
権
、
同
和
対
策
、
男
女
共
同
参
画
、
住
宅
新
築
資

金
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

人
権
福
祉
課　

   

☎
３
２・０
５
１
７

道
路
、
河
川
、
下
水
維
持
管
理
、
土
木
災
害
復
旧
、

交
通
安
全
施
設
な
ど
に
関
す
る
こ
と
、
土
木
施
設
の

新
設
改
良
工
事
、
就
労
事
業
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

建
設
課        　
☎
３
２・０
７
９
９

市
営
住
宅
建
設
維
持
管
理
、
住
宅
使
用
料
、
鉱
害
復

旧
事
務
に
関
す
る
こ
と
、
都
市
計
画
、
建
築
協
定
、

景
観
、
緑
化
政
策
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

建
築
都
市
課　

   

☎
３
２・０
９
５
５

地
籍
測
量
、
地
籍
図
作
成
、
農
林
業
経
営
の
改
善
、

農
林
業
生
産
の
基
盤
整
備
、
有
害
鳥
獣
駆
除
、
後
継

者
育
成
、
農
業
用
施
設
な
ど
の
新
設
、
力
丸
用
水
な

ど
を
担
当
し
ま
す
。

産
業
振
興
課　

   

☎
３
２・０
５
１
８

ご
み
、
し
尿
、
犬
の
登
録
、
不
法
投
棄
な
ど
に
関
す

る
こ
と
、
環
境
基
本
計
画
、
火
葬
場
、
じ
ん
芥
施
設
、

衛
生
施
設
の
運
営
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
を
担
当

し
ま
す
。

環
境
保
全
課　

   

☎
３
２・０
５
１
６

工
事
施
工
管
理
、
設
計
、
事
業
計
画
、
資
産
管
理
、

使
用
料
、
浄
化
槽
設
置
整
備
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

下
水
道
課　

       

☎
３
２・３
１
５
９

各
種
料
金
の
支
払
い
窓
口
、
公
金
経
理
、
資
金
管
理
な

ど
を
担
当
し
ま
す
。

会
計
課　

             

☎
３
２・３
３
２
３

水
道
料
金
、
水
道
の
給
水
、
浄
水
場
の
維
持
管
理
な
ど

を
担
当
し
ま
す
。

水
道
課　

             

☎
３
２・１
０
０
５

教
育
委
員
会

市
議
会
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
ま
す
。

議
会
事
務
局   　
☎
３
２・１
１
３
５

農
地
な
ど
の
利
用
関
係
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
３
２・３
５
５
３

監
査
委
員
、
公
平
委
員
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し
ま
す
。

監
査
委
員
事
務
局

（
公
平
委
員
会
）　
☎
３
２・１
０
０
４

学
校
教
育
計
画
、
校
舎
管
理
、
奨
学
金
、
通
学
区
域
、

各
幼
稚
園
の
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

学
校
教
育
課　

   

☎
３
２・１
０
０
７

社
会
教
育
総
合
計
画
、
生
涯
学
習
、
文
化
財
、
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
管
理
、
学
校
開
放
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

社
会
教
育
課　

   

☎
３
２・０
１
２
３

庁
舎
管
理
、
オ
フ
ト
ー
ク
放
送
、
転
入
転
出
、
住
民
票
、

戸
籍
、
税
の
収
納
、
証
明
、
国
民
健
康
保
険
、
各
医

療
費
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

市
民
課　

           

☎
５
２・１
１
１
１

児
童
、
母
子
福
祉
、
保
育
所
、
介
護
保
険
、
人
権
同

和
、
各
種
保
健
事
業
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ご
み
、
し
尿
、

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

保
健
福
祉
課　

   

☎
５
２・１
１
１
３

農
林
道
整
備
、
農
村
整
備
、
土
木
施
設
の
維
持
管
理
、

公
共
土
木
災
害
復
旧
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

地
域
振
興
課　

   

☎
３
２・１
１
１
５

農
林
業
振
興
、農
業
共
済
、農
業
委
員
会
、商
工
振
興
、、

観
光
振
興
、
バ
ス
対
策
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

農
業
観
光
課　

   

☎
５
２・１
１
１
４

学
校
給
食
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
を
担
当
し
ま
す
。

学
校
給
食
課　
☎
３
２・０
７
１
５

若
宮
総
合
支
所
の
学
校
、
給
食
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

学
校
教
育
課　

   

☎
５
２・０
１
０
３

中
央
公
民
館
若
宮
分
館
の
管
理
、
運
営
、
総
合
支
所

の
社
会
教
育
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

社
会
教
育
課　

   

☎
５
２・０
８
５
９

総
合
支
所
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用
地
取
得
、
登
記
、
土
地
収
用
法
、
地
価
公
示
、
市

道
の
認
定
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

用
地
課　

           

☎
３
２・３
６
７
８
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２
月
11
日
に
宮
若
市
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

宮
田
警
察
署
も
「
宮
若
警
察
署
」
へ
名
称
が
変

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
警
察
署
の
管
轄
区
域

や
電
話
番
号
、
各
種
手
続
き
な
ど
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。
今
月
は
、
こ
れ
ま
で
の
宮
若
警
察
署

の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
宮
若
市
の
防
犯

拠
点
と
し
て
活
動
す
る
警
察
署
の
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
町
の
た
め
、
防
犯
活
動
に
休
み
は
な
い

犯
罪
や
、
交
通
事
故
は

増
加
し
て
い
ま
す

　

宮
若
警
察

署
管
内
で
起

き
た
犯
罪
件

数
は
、
平

成
17
年
で

四
百
五
十
八

件
、
16
年
が

六
百
四
十
一

件
、
15
年
が
六
百
二
十
九
件
と
年
々
減
少
し
て

き
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
十
年
前
か
ら

す
る
と
、二
倍
以
上
の
件
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
社
会
の
二
十
四
時
間
化
が
進
ん
だ

こ
と
に
よ
り
、事
件
・
事
故
の
発
生
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

宮
若
警
察
署
で
は
、
増
加
傾
向
に
あ
る
犯
罪

を
抑
止
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
不

安
を
解
消
す
る
た
め
日
々
、
捜
査
活
動
や
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
は
、
年
間

三
百
件
近
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
皆

さ
ん
の
努
力
の
お
か
げ
で
、
死
者
ゼ
ロ
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
、
交
通
事
故
死

者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

明
治
８
年
２
月

鞍
手
郡
福
丸
に
「
飯
塚
警
察

掛
福
丸
屯
所
」
を
開
設

明
治
10
年
２
月

名
称
を
「
飯
塚
警
察
署
福
丸

分
署
」
に
変
更

明
治
19
年
９
月

直
方
警
察
署
の
新
設
に
伴
い

「
直
方
警
察
署
福
丸
派
出
所
」

に
名
称
を
変
更

大
正
９
年
11
月

鞍
手
郡
宮
田
村
に
「
直
方
警

察
署
宮
田
警
部
補
派
出
所
」

を
設
置

昭
和
23
年
３
月

警
察
法
施
行
に
よ
り
自
治
体

警
察
「
宮
田
町
警
察
署
」
お

よ
び
国
家
地
方
警
察
「
鞍
手

地
区
警
察
署
若
宮
巡
査
部
長

派
出
所
」
発
足

昭
和
29
年
７
月

警
察
法
改
正
に
よ
り
「
福
岡

県
宮
田
警
察
署
」
と
し
て
再

発
足

昭
和
37
年
６
月

庁
舎
を
宮
田
町
二
十
番
地
２

に
新
築
移
転

平
成
15
年
８
月

交
番
駐
在
所
の
再
編
（
一
交

番
四
駐
在
所
）

平
成
18
年
２
月

宮
若
市
発
足
に
伴
い
「
宮
若

警
察
署
」
に
名
称
を
変
更

宮若警察署の沿革

思
い
ま
す
。

　

宮
若
警
察
署
で
は
、
安
全
・
安
心
を
実
感
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い

宮
若
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
署
員
一
丸
と

な
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

１
１
０
番
は

緊
急
用
電
話
で
す

　

１
１
０
番

は
、
何
か

あ
っ
た
と
き

の
緊
急
用
電

話
で
、
福
岡

県
警
察
本
部

で
受
理
さ
れ

ま
す
。
通
報

を
受
け
る
と
た
だ
ち
に
無
線
に
よ
っ
て
管
轄
の

警
察
署
や
パ
ト
カ
ー
な
ど
に
指
令
さ
れ
、
現
場

に
急
行
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
１
０
番
通
報
す
る
と
対
応
に
で
た
警
察
官

が
あ
な
た
に
次
の
質
問
を
し
ま
す
。
質
問
に
は

「
は
っ
き
り
と
」「
落
ち
着
い
て
」
答
え
て
く
だ

さ
い
。

● 

何
が
あ
っ
た
の
か　
「
泥
棒
」「
交
通
事
故
」

な
ど
現
場
の
状
況
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

● 

い
つ　
「
今
」
な
の
か
、「
10
分
前
」
な
の
か

時
間
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

宮若警察署
● 住所　福岡県宮若市宮田２０番地２
● 電話番号　☎３２・０１１０

● 

ど
こ
で　
「
○
○
商
店
前
」
や
「
△
△
小
学

校
の
前
」
な
ど
、
番
地
が
わ
か
ら
な
い
場

合
は
、
近
く
の
建
物
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

● 

ど
の
よ
う
な
状
態
か　
「
け
が
人
が
い
る
の

か
」「
被
害
者
の
状
態
」
な
ど
、
あ
な
た
が

把
握
で
き
る
こ
と
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

● 

あ
な
た
は　
「
名
前
」「
住
所
」「
電
話
番
号
」

な
ど
、
通
報
者
で
あ
る
あ
な
た
の
情
報
を

伝
え
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
は
、
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
も
多
く
入

り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

● 

携
帯
電
話
で
あ
る
こ
と
を
教
え
る
。

● 

現
場
を
離
れ
な
い
。

● 

移
動
し
な
が
ら
通
報
し
な
い
。

● 

通
報
後
も
、
電
源
を
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お

く
。

　

い
た
ず
ら
電
話
な
ど
は
、
事
件
・
事
故
の
早

期
解
決
を
妨
げ
ま
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

通報は落ち着ついてはっきりと

話すことが大切です。

横断歩道は、左右を確認し、枠

内を歩きましょう。

安
全
・
安
心
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
、
犯

罪
や
事
故
の
な
い
宮
若
市
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

署
員
一
丸
と
な
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。
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初代宮若警察署長　兼屋義彦
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● 

あ
な
た
の
身
近
で
起
き
た
出
来
事
や
楽
し
い
話
題
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
本
庁
企
画
調
整
係
☎
３
２
・
０
５
１
２
（
内
線
２
３
３
）
ま
で

さぁ、勝ちに行くぞ

▼さよなら山田市少年野球大会

　１月８日から始まった「さよなら山田市少年

野球大会」で宮田ホワイトファイターズが優勝

をしました。この大会は、山田市を含む４市町

が合併し「嘉麻市」になることから地元保護者

が企画し、行われたもの。嘉飯山や直鞍地区な

どから２９チームが参加し、熱戦を繰り広げまし

た。ホワイトファイターズは、勝ち上がり、準

決勝では嘉穂ダイヤモンズを３対０で下し決勝

戦へ。頴田ライオンズとは行き詰まる試合展開

の中、２対１で優勝を決めました。山田市最後

の大会での優勝は記念になることでしょう。

殉職者の冥福を祈って

▼福岡県殉職警察官慰霊祭

　１月２４日、山口川に架かる福丸橋と、高野神

社で、殉職警察官慰霊祭が行われました。斉田

恵警部は、昭和２４年の台風のとき、地域住民を

守るため、福丸橋をせき止めている流木を撤去

している最中、濁流にのみ込まれ命を落としま

した。篠崎丑松巡査部長は、凶悪な犯人の銃弾

を受けながらも格闘し、事件を解決させました

が、力尽き殉職を遂げました。慰霊祭の参加者

たちは、２人の警察官の冥福を祈りました。そ

の後、宮田警察署長と署員は、篠崎巡査部長が

銃弾に倒れ、助けを求め腹ばいになりながらも

進んだ３００メートルを歩きました。

食と農の大切さを学んだよ

▼食と農のカルタ完成記念親子カルタ大会

　１月２１日、中央公民館若宮分館で「親子カル

タ大会」が行われました。食育についての関心

が高まる中、地域の食や農業について理解を深

めてもらおうと、有志で組織する「若宮町食と

農のカルタ制作委員会」が１２月、「食と農のカ

ルタ」を作成しました。カルタの絵札はメンバー

の手書き、読み札は県内外約２千句の応募の中

から選ばれたものです。

　４歳からお年寄りまで幅広い年齢層の参加者

は、昔懐かしい「カルタ取り」に夢中になって

遊びました。

長き歴史に幕
▼宮田町閉庁式、若宮町閉庁式

　２月５日、宮田文化センターで宮田町閉庁式

が行われました。式には職員や、議会議員など

が出席し、役場としての役目を終えた庁舎との

別れを惜しみました。宮田町最後の町長となっ

た渡辺町長は、「故を温ねて新しきを知るという

故事があります。私たちは、宮田町８０年の歩み

を振り返り、先人の苦労などこれまで継承され

てきた人や風土を生かしていかなくてはいけま

せん。この土地、住民、そして伝統文化は、宮

若市の基礎となって、これからも発展してもら

いたい」と式辞を述べました。その後、各中学

校の代表が宮田町への思いを朗読しました。

　若宮町でも、２月１０日、庁舎内において閉庁

式が行われ、宝部若宮町長からあいさつが行わ

れました。

　各町の文化、伝統は、宮若市へ受け継がれて

いきます。
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↓

式辞を述べる宝部若宮町長

↓

壇上では、各中学校の代表３人と町旗を降納する渡辺宮田町長と、間地議会議

↓

カルタを探す子どもたちの表情は真剣そのもの。大人顔負けです。

↓

日ごろの努力がもたらした優勝。練習にも気合いが入ります。

↓

慰霊祭は、警友会や地元住民の皆さんも参加し、冥福を祈りました。

あなたの笑顔を逃ません！

バシャバシャ！

◉



パチパチッ！

来月の主役はあなたです！

 13　2006年 3月号

「食生活改善教室」

あなたの食生活を
見直してみませんか

● 問い合わせ　宮若市保健センター☎ 32・8530

食
生
活
の
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
よ
う

　

「

人

生

八

十

年

時

代
」
と
い
わ

れ
、
私
た
ち

の

寿

命

は

伸
び
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
一

方
で
は
、
ガ
ン
、
心
臓
病
な
ど
、

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
原
因
と
な
る

「
生
活
習
慣
病
」
が
年
齢
に
関
係
な

く
ど
の
世
代
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
良
く
な
い
生
活
習
慣

が
つ
も
り
つ
も
っ
て
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

健
康
で
い
き
い
き
と
し
た
生
活

を
過
ご
す
た
め
に
は
、
正
し
い
生

活
習
慣
を
身
に
付
け
、
自
分
に
適

し
た
食
事
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

そ
こ
で
宮
若
市
で
は
、
食
生
活

に
対
す
る
正
し
い
知
識
・
技
術
を

得
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
食
生
活

改
善
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
得
た
知
識
・
技
術

を
生
か
し
て
、
ご
家
族
や
ご
近
所

の
人
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま

せ
ん
か
。
毎
月
一
回
、
栄
養
士
や

保
健
師
が
わ
か
り
や
す
く
、
楽
し

く
指
導
し
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

とき 項目 内容

４月２０日（木） 開講式 健康づくりと食生活

５月１８日（木） お話
五大栄養素と栄養のバランス

それぞれの役割について

６月１５日（木） お話
食品の組み合わせ方

何をどのくらい食べればよいのか

７月１３日（木） 調理実習
食べてみよう、

バランスのとれた食事

８月１７日（木） お話
子供からお年寄りまで適切な食事

暮らしの中の食品衛生

９月２１日（木） お話
生活に運動を取り入れよう

効果的な運動の仕方

１０月１９日（木） 運動実技
歩いてみよう！

自分にあった運動量

１１月１６日（木） お話
生活習慣病

高血圧と糖尿病

１２月２１日（木） 調理実習
コレステロール、

中性脂肪を下げる食事

１月１８日（木） 調理実習 上手に食べてがんを予防しよう

２月２２日（木） 調理実習 骨
こつそしょうしょう

粗鬆症、貧血を予防する食事

３月１５日（木） 閉講式
さあ始めよう！

我が家の健康づくり
２歳のお誕生日おめでとう。こ

れからも元気で明るい女の子に

育ってね。

髙
たかしま

島 　伊
いおり

織ちゃん
Ｈ16年3月24日生（鶴田）

● 

と
き　

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
と
お
り

で
す

● 

と
こ
ろ　

宮
若
市
保
健
セ
ン

タ
ー

● 

定
員　

二
十
人
（
先
着
順
）

● 

受
講
料　

無
料

● 

申
し
込
み
方
法　

３
月
31
日

（
金
）
ま
で
に
宮
若
市
保
健
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

● 

電
話
番
号　

宮
若
市
保
健
セ
ン

タ
ー
☎
３
２
・
８
５
３
０
（
旧

宮
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
）

昨年度受講された皆さんの 声

● コレステロールが高めだったのですが、ここ

での勉強のおかげで安定しています。週２回

の水泳、食事もバランスよく食べています。

● この教室で学んだことを参考に、これから先

を元気で過ごせるといいなと思っています。

● 楽しく勉強できました。

● 興味ある話ばかりで時間が短く感じました。

● みんなで作った料理の塩加減は、舌で覚えて

います。

市民の皆さんの生活に直結するい
ろいろな制度やイベントを紹介す
るコーナーです。みやわか

HOT LINE
まちからのホットなニュースとインフォメーション

雨が降っても雪が降ってもやりが

降っても、私はいいひよりです。

廣
ひろた

田　日
ひより

和ちゃん
Ｈ17年3月12日生（太蔵中区）

１歳のお誕生日おめでとう。元気

で甘えん坊な亮磨くん、那奈お姉

ちゃんと一緒にスクスク育ってね。

青
あおき

木　亮
りょうま

磨ちゃん

Ｈ17年3月20生（上大隈）

２歳のお誕生日おめでとう。もう

すぐおにいちゃん、がんばってね！

中
なかしま

島 　一
いっしん

心ちゃん

Ｈ16年3月21日生（上大隈）

３歳のお誕生日おめでとう！！

飛 翔くんも、 お兄ちゃんだね、 妹

と仲良く大きくなってね。

松
まつお

尾　飛
つばさ

翔ちゃん
Ｈ15年3月22日生（磯光）

１歳のお誕生日おめでとう。これ

からも、元気にすくすく育ってね。

吉
よしざき

崎 　千
かずき

喜ちゃん
Ｈ17年3月5日生（水原）

１歳のお誕生日おめでとう。笑

顔のすてきな女の子になってね。

中
なかむら

村 　弥
みお

音ちゃん
Ｈ17年3月14日生（山口）

有終の美を飾りました

▼若宮美術展

　２月３日から５日間、中央公民館若宮分館で

若宮美術展が行われました。若宮文化連盟が主

催して行われるこの美術展も今回が最後となり

ました。書道、写真、パッチワーク、ステンド

グラス、陶芸など約１００点の作品が所狭しと並

びました。

　期間中は、約３５０人の観覧者があり、力作、

名作に多くの人が見入っていました。

笑顔が１番やね

▼わかみやスマイル３６５フォーラム

　１月２４日、若宮商工会館でスマイル３６５

フォーラムが行われました。これはボランティ

アや農、商、工、観光などに携わる３６５人の似

顔絵を作成し、今後の活用方法を考えようとい

うもの。パネリストの皆さんはそれぞれの体験

から笑顔の重要性を説き、「いなか町の若宮は人

材が宝。笑顔を基本にして、いなか町だからで

きる人と人との会話を生かしていきたい。そし

てまちの活力づくりを宮若市全体へつなげてい

きたい」と今後の取り組みを話し合いました。

  プログラム　       　　　　午前９時３０分から１２時まで

←作品一つひとつをじっくり見ることができるため、多

くの人が足を運びました。

↓

笑顔について熱心に話をする認定農業者会会長の安田克徳さん



平
成
18
年
度

就
学
援
助

　

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
、

就
学
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

の
保
護
者
に
、
学
用
品
・
給

食
費
等
の
援
助
を
行
い
ま

す
。
就
学
援
助
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
認
定
の
基
準
が
あ

り
ま
す
の
で
申
請
を
さ
れ
て

も
所
得
の
関
係
で
認
定
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
引
き
続
き
就
学
援
助
を
希

望
す
る
場
合
も
申
請
手
続
き

が
必
要
で
す
。

● 

申
請
場
所　

本
庁
学
校
教

育
係
、
支
所
学
校
教
育
庶

務
係

● 

対
象
者
（
生
活
保
護
世
帯

を
除
く
）　

▼

経
済
的
な

理
由
で
就
学
が
困
難
と
認

め
ら
れ
る
世
帯
▼
前
年
度

生
活
保
護
の
停
止
や
廃
止

の
措
置
を
受
け
た
世
帯

● 

締
切　

３
月
31
日
（
金
）

● 

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

印
か
ん
、
平
成
16
年
分
所

得
証
明
書
（
本
庁
税
務
課
、

支
所
市
民
課
に
て
発
行
）

※ 

平
成
17
年
１
月
１
日
現
在

居
住
し
て
い
た
住
所
地
の
市

役
所
や
役
場
税
務
課
で
発
行

さ
れ
ま
す
。

宮
若
市
奨
学
金

　

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

人
の
子
弟
で
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
学
費
の
支
払
い
が

困
難
な
人
に
奨
学
金
を
無
利

子
で
貸
与
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
、（
財
）

福
岡
県
教
育
文
化
奨
学
財
団

な
ど
の
貸
付
や
給
付
を
受
け

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

● 

申
込
期
間　

３
月
15
日

（
水
）
か
ら
４
月
14
日
（
金
）

ま
で

「就学援助・宮若市奨学金」

あなたのやる気を
応援します

● 問い合わせ　本庁学校教育係☎ 32・1007
　　　　　　　 支所学校教育庶務係☎ 52・0103

「介護保険制度」

４月１日から
介護保険制度が変わります

「狂犬病注射日程表」

愛犬に愛情一本
狂犬病注射

区分 公立 私立 入学支度金

高校 １１，０００円 １５，０００円 ４０，０００円

大学・短大 ２０，０００円 ２５，０００円 ５０，０００円

新
予
防
給
付
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
す

　

現
行
の
「
要
支
援
」
と
「
要

介
護
１
」
の
一
部
の
人
は
、

新
し
い
制
度
に
お
い
て
「
要

支
援
１
」
と
「
要
支
援
２
」

に
要
介
護
状
態
区
分
が
変
わ

り
ま
す
。

　

「
要
支
援
１
」、「
要
介
護

２
」
に
認
定
さ
れ
た
人
は
、

受
け
ら
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
が
変
わ
り
、
運
動
器

の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、

口
腔
機
能
の
向
上
な
ど
、
新

た
な
予
防
給
付
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が

創
設
さ
れ
ま
す

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
生
活
を
総
合

的
に
支
え
て
い
く
た
め
の
拠

点
と
な
り
ま
す
。

　

保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど

の
専
門
職
が
中
心
と
な
っ

て
、
介
護
予
防
、
虐
待
の
相

談
、
権
利
擁
護
、
支
援
な
ど

高
齢
者
へ
の
総
合
支
援
を
行

い
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
に
よ
る

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
す

　

生
活
機
能
が
低
下
し
て
い

て
、
介
護
が
必
要
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
虚
弱
な
高
齢
者

に
対
し
て
、
市
が
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

「
介
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
が

開
設
さ
れ
ま
す

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
ぐ
相
談
窓
口
と
し

て
市
役
所
の
窓
口
に
介
護
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ

れ
ま
す
。
本
庁
で
は
、
健
康

増
進
課
老
人
福
祉
係
（
③
窓

口
）、
支
所
で
は
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
⑤
窓
口
）
と
な

り
ま
す
。

　

新
し
い
情
報
に
つ
い
て

は
、
福
岡
県
介
護
保
険
広
域

連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
随
時

掲
載
し
て
い
ま
す
。

● 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.fu
k
u
o
k
a
-

k
aig
o
.jp

年
に
一
回
の
注
射
は
、

愛
犬
や
社
会
へ
の
思
い
や
り　

　

す
べ
て
の
飼
い
犬
は
狂
犬
病
予
防
法
で
登
録
と
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録
は
、
犬
の
生
涯
一

回
で
よ
い
の
で
す
が
、
予
防
注
射
は
毎
年
一
回
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
各
地
区
の
日
程
を
表
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

対
象　

生
後
三
カ
月
の
犬

● 

料
金　

▼
登
録
＝
三
千

円
、
▼
注
射
＝
三
千
五
十

円

※ 
受
付
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
お
釣
り
の

い
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。

※  奨学金の返還は卒業後６カ月経過後から ▼高等学校

＝５年間 ▼高等専門学校＝６年間 ▼大学＝７年間 ▼短大

＝３年間

● 奨学金の貸付額（月額）

日 ところ 時間

２０日

（木）

千石公民館 ９時２０分から３５分まで

力丸十二支苑 ９時５０分から１０時まで

中畑公民館 １０時２５分から４０分まで

日吉農協前 １０時５０分から１１時まで

小谷公民館 １１時１０分から２０分まで

縁山公民館 １１時３５分から４５分まで

芳賀バス停 １時１５分から２５分まで

上脇田藤氏宅下 １時３５分から４５分まで

脇田公民館 １時５５分から２時１０分まで

吉川支館 ２時２０分から３５分まで

小伏公民館 ２時５０分から３時２０分まで

２１日

（金）

浅ケ谷天満宮下 ９時３０分から４０分まで

畑公民館 ９時５０分から１０時まで

原の前バス停 １０時１０分から２０分まで

山口コミュニティー
センター

１０時３０分から５０分まで

小原公民館 １１時から２５分まで

小原集会所 １１時３５分から５０分まで

黒目公民館 １時１５分から３０分まで

竹原隣保館 １時４０分から２時まで

高野公民館 ２時１０分から３０分まで

若宮総合支所 ２時４５分から３時２０分まで

日 ところ 時間

２４日

（月）

平公民館 ９時３０分から４０分まで

中支館 ９時５０分から１０時５分まで

上稲光構造改善センター １０時１５分から２５分まで

宮永研修センター １０時３５分から５０分まで

黒丸公民館 １１時５分から１５分まで

乙野バス停 １１時２５分から４５分まで

金生公民館 １時１５分から３５分まで

下隣保館 １時４５分から２時５分まで

下乙藤多目的集会所 ２時１０分から３０分まで

湯原生活センター ２時４０分から５０分まで

山ノ口集会所 ３時から１０分まで

２５日

（火）

岩渕公民館 ９時２０分から５０分まで

所田公民館 １０時５分から２５分まで

長井鶴公民館 １０時４０分から１１時５分まで

原田寒の湿安田氏宅前 １１時１５分から３０分まで

原田公民館 １１時４０分から５５分まで

旧ＪＡ笠松支所 １時１５分から２時まで

芹田公民館 ２時１０分から２時４０分まで

金丸瀬戸アパート横 ２時５０分から３時１５分まで

２６日

（水）

飯之倉公民館 ９時２０分から３０分まで

倉久公民館 ９時４５分から１０時まで

内山公民館 １０時１５分から３５分まで

上有木公民館 １０時５０分から１１時１０分まで

沼口公民館 １１時２５分から５５分まで

向田隣保館 １時１５分から３５時まで

若宮八幡宮 １時４５分から２時１０分まで

旧水原公民館 ２時２０分から３５分まで

水原上組集会所 ２時４５分から３時１５分まで

２７日

（木）

日陽公民館 ９時２０分から４０分まで

菅牟田公民館 ９時５５分から１０時３５分まで

松尾公民館 １０時４５分から１１時５分まで

石炭記念館 １１時１５分から４５分まで

北小学校校庭 １時１５分から５５分まで

東小学校体育館 ２時１０分から３時１０分まで

２８日

（金）

白百合団地公民館 ９時２０分から４５分まで

百合野団地公民館 ９時５５分から１０時２５分まで

鶴田公民館 １０時３５分から４５分まで

本城公民館 １１時から３０分まで

Ｂ＆Ｇ海洋センター １時１５分から５５分まで

宮若市中央公民館 ２時５分から３時まで
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４月の日程表　

● 問い合わせ　福岡県介護保険広域連合☎ 092・643・7055
　　　　　　　 福岡県介護保険広域連合鞍手支部☎ 34・5046
　　　　　　　本庁老人福祉係☎ 32・0515
　　　　　　　支所福祉係☎ 52・1113

● 問い合わせ　本庁環境衛生係☎ 32・0516
　　　　　　　 支所環境衛生係☎ 52・1113



今月の納税（３月）

● 国民健康保険税　 第１２期（旧

宮田町）

● 納期限　３月３１日（金）

　納期限内に納税されないとき

は、納期限の翌日から完納され

る期間に応じ、延滞金が徴収さ

れます。（最初の１カ月は年利

４.１％、以降１４.６％）

● 問い合わせ　本庁収納係☎３

２・０５１３、支所税務係☎５２・

１１１１

固定資産税の
縦覧が始まります

　固定資産税の縦覧が始まりま

す。縦覧期間中に限り納税者の

人に土地価格等縦覧帳簿、家屋

価格等縦覧帳簿をご覧いただけ

ます。

　また、縦覧とは別に、所有者

本人による自己資産の閲覧（名

寄帳の閲覧）についても、この

期間中に限り無料でご覧いただ

けます。

● とき　４月３日（月）から５

月３１日（水）まで。ただし、土・

日曜日、祝日は除きます。

● ところ　本庁資産税係、支所

税務係

● 縦覧できる人　 ▼固定資産税

の納税者（名寄帳の閲覧につ

いては所有者本人） ▼代理人

（委任状が必要） ▼納税管理人

● 手数料　無料

　なお、納税通知書については

５月中旬発送予定です。 第１期

の納期限は５月３１日（水）にな

ります。

● 問い合わせ　本庁資産税係☎

３２・０５１３

貸し農園であなただけの
野菜を作ってみませんか

　２０００年公園には、果樹園、

芝生広場、遊具広場とともに野

菜づくりなどが楽しめる「貸し

農園」があります。気軽に楽し

める農園をぜひご利用ください。

● 利用期間　４月１日から平成

１９年２月２８日まで

● 募集区画数　１５区画程度

● 区画面積・年間使用料　１４㎡

＝３，５００円、１８㎡＝４，５０

０円、２２㎡＝５，５００円、２４

㎡＝６，０００円

※ 貸し農園を使用される人は、

農園内の農具倉庫に用意してい

るクワやスコップなどの農具を

無料で利用できます。

● 応募方法　ハガキに、①希望

の区画面積②住所③氏名（グ

ループの場合は代表者と人

数）④年齢⑤電話番号を明記

して郵送（応募多数の場合は

抽選）

● 応募締切　３月２３日（木）必

着

● 申込み・問い合わせ　本庁ま

ちづくり推進係〒８２３－００１

１宮若市宮田２９番地１☎３２・

０５１２

日本の将来をあなたの手で
担ってみませんか

　平成１８年度の国家公務員の

採用試験が次のとおり行われま

納
税

募
集

す。

● 試験内容　第１種、第２種、

国税専門官、労働

基準監督官、法務

官

※受験資格や申込

受付期間などは、

お問い合わせくだ

さい。

● 問い合わせ　人事院九州事務

局第２課試験係☎０９２・４３

１・７７３３

夢実現を応援します
若年者専修学校等
技能習得資金

　将来、社会において有為な人

材として活躍が期待されながら、

経済的な理由により専修学校等

において修業することが困難な

人に、技能習得資金の貸与を行

います。

　その内容は、職業に必要な技

能や知識の習得を援助すること

を目的とする人になります。

● 内容　 ▼専門課程＝５３，００

０円、 ▼一般課程＝３０，０００

円

※  貸与要件や基準などがありま

すので、貸与を希望される人は

お気軽に相談してください。

● 問い合わせ　本庁学校教育係

☎３２・１００７、支所学校教

育庶務係☎５２・０１０３

みんなで遊びに来ませんか
犬鳴川まつり

　桜を見ながら大鍋でつくる豚汁

に舌鼓。前夜祭では１，３００本の

キャンドルと電飾が公園内を幻想

的に映し出します。

● とき　４月１日（土）から２

日（日）まで、少雨決行

● ところ　犬鳴川河川公園

● 内容　 ▼４月１日（土）＝「夜

桜と光のイベント」を実施し

ます。午後７時からキャンド

ル、電飾を点火します ▼４月

２日（日）＝「草花の植え付

けと豚汁会」を開催します。

午前１０時３０分から草花の植

え付け、１１時３０分から豚汁

会（無料）

● 問い合わせ　犬鳴川みどりの

会事務局（まちづくり推進係）

☎３２・０５１２

４月１日より老人保健事業
が変わります
  

　４月１日より、老人保健法と 

介護保険法が改正されるます。

それにより、基本健診などの老

人保健事業の内容を変更するこ

ととなりました。

　今回の法改正では、対象者や

事業内容など、実施内容が大幅

に改正されています。

  この改正により、４月の基本

健診は、実施しませんのでご了

承ください。

　また、４月からの基本健診に

ついては、今後広報などで改正

の内容をご案内しますので、確

認の上受診してください。

● 問い合わせ　本庁健康対策係

☎３２・８５３０、支所健康対

策係☎５２・１１１３

イベント・ニュース

その
他

バイクや軽自動車の名義変更には、手続きが必要です

　軽自動車税は、４月１日現在の軽自動車な

どの所有者に課税されます。（割賦販売など

で軽自動車税の所有者が軽自動車などの所

有権を保留している場合は、買主に課税され

ます）

　所有者がこれらの手続きをしないと、いつ

までも課税されるなど、トラブルの原因にな

りますので手続きがお済でない人は、早めに

申請手続きを済ませましょう。

　なお、月末は窓口が混雑しますので、手続

きは月の上旬か中旬をお勧めします。

車種 申請手続きについての問い合わせ

軽自動車（四輪）
軽自動車検査協会　筑豊支所

☎０９４８・８２・３５０８

２輪の小型自動車
（２５０ccを超えるバイク）

福岡運輸支局　筑豊自動車検査登録事務所

☎０９４８・８２・３３８０

軽２輪車
（１２５cc～２５０ccのバイク）

全国自動車協会連合会　筑豊分室

☎０９４８・８２・１００８

原動機付自転車
（１２５cc以下のバイク） 本庁収納係☎３２・０５１３、または支所税務係

☎５２・１１１１小型特殊自動車
（農耕用作業用など）

　平成１８年度に宮若市が発注する建設工事などの入札

参加資格を得るための「入札参加資格審査申請書」（指

名願い）の受け付けが始まります。

● 対象　市内業者、準市内業者（旧宮田・若宮町域の

業者）

● 申請用紙　宮若市指定様式

● 用紙の交付　３月２０日（月）から本庁管財係で無料

配布します。

● 受付の種類　建設業法で規定する建設工事、測量・

コンサルタントなど、物品・役務

● 受付期間　４月３日（月）から５月１日（月）まで（土・

日・祝日は除きます）

※旧若宮町域の業者は、様式が変わりますので必ず指

定様式を入手ください。（旧宮田町の指定様式になりま

す）

※指定様式は、３月２０日以降に宮若市役所ホームペー

ジよりダウンロードできます。

※旧宮田町域の業者については受付期間が１カ月間に

なりますのでご注意してください。

※指名願提出後、申請事項に変更があった場合は、変

更届（添付書類が必要な場合有り）を提出してください。

● 問い合わせ　本庁管財係 ☎３２・０５１２

平成１８年度入札参加資格審査申請を受け付けます　

試
験
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人の動き

人権啓発センターとして共通理

解、施設活用を推進することを

目的としています。

● とき　３月５日（日）午前１０

時から（雨天決行）

● ところ　宮若市立宮田隣保館

（宮若市本城水越）

● 主催者　第４回「隣りんまつ

り」実行委員会、宮若市立宮

田隣保館

● 内容　子ども会学習発表、　

鼓響演奏、もやいバンド「す

かぶら」による演奏など

● 問い合わせ　隣りんまつり実

行委員会☎３２・３２２８

朝と夜に
サイレンが鳴ります

　３月１日から７日までの１週

間、春の全国火災予防週間です。

この週間に併せて午前７時と午

後９時にサイレンがなります。

火災と間違えないように注意し

てください。

皆さんの情報を
お待ちしています

　オウム特別手配被疑者の所在

に関する情報をお寄せください。

　　
　　

　　　　　　　　

● 問い合わせ　宮若警察署☎３

２・０１１０

申請はお済みですか
福祉タクシー利用券

　身体障害者手帳１級・２級、

または療育手帳の交付を受けて

いる人で、在宅の人（施設に入

所している人は除きます。また、

入院している人は退院後になり

ます）に対して、利用するタク

シー料金の一部を助成します。

申請後、交付決定者には４月中

にタクシー利用券を郵送します。

● 受付期間　３月１３日（月）か

ら

● 割引額　小型基本料金のみ

● 申込み・問い合わせ　本庁障

害者福祉係☎３２・０５１５、

支所福祉係☎５２・１１１３

今年で４回目を迎えます
隣りんまつり

　隣りんまつりは地域住民に各

種事業の発表、展示、イベント

を行います。

　このイベントを通して、隣保

館施設を知っていただくと共に、

● サイレンの時間　午前７時と

午後９時の２回

● 統一標語　「あなたです　火

のあるくらしの　見はり役」

● 問い合わせ　直方鞍手広域市

町村圏事務組合消防本部☎３

２・１１３０

事業主の皆さん、
労働保険の更新を
忘れていませんか

　労働保険に加入している事業

主は、毎年保険料の年度更新手

続きが必要です。早めの手続き

をお願いします。

　また、保険料の申告と納付の

手続きは最寄りの銀行・郵便局

などの金融機関の窓口、労働基

準監督署、福岡労働局総務部労

働保険適用室で行ってください

期間中は県内各地で現地受付も

実施します。

　詳しい内容については、お問

い合わせください。

● 更新期間　４月１日から２２日

まで

● 問い合わせ　福岡労働局総務

部労働保険適用室☎０９２・４

３４・９８３３

「いこいの里千石」
キャンプ場の受付を
はじめます

　千石キャンプ場の受付を始め

ます。４月３日から２８日までの

受け付けは、市内に住んでいる

ことが確認できるものを持って

きてください。

● 受付期間　 ▼ 市内居住者＝４

月３日から ▼市外居住者＝５

月１日から

● 受付時間　午前８時３０分か

ら午後５時まで（土・日・祝

日は除きます）　

● 問い合わせ　本庁商工観光係

☎３２・０５１９

これまでのごみ袋も
使えます

　新しい指定ごみ袋の販売が始

まります。今までの宮田町、若

宮町のごみ袋は、市内全域で排

出することができます。

　販売時期については、旧町の

在庫状況を判断して販売を行い

ます。それまでは、旧町のごみ

袋をご利用ください。

　３月１日から、平成１８年度の

ごみの日程表を配布します。本

庁舎、総合支所においても設置

していますのでよろしくお願い

します。

● 問い合わせ　本庁環境衛生係

☎３２・０５１６、支所環境衛

生係☎５２・１１１３

お詫びと訂正について

　広報みやわかの２月号に誤り
がありました。

　１１ページの「数字でわかる宮

若市」の中で、幼稚園数と園児

数の数字が、８園、１０，８９８人

となっています。

正しくは、

８園
２３６人

です。

　関係者や住民の皆さんにお詫

びし、訂正いたします。

イベント・ニュース

日 行事 時間 場所

４／４（火）
若宮地区乳児健診
（４、７、１２カ月児）

午後１時～１時３０分 保健センターパレット

　　５（水） ＢＣＧ 午後１時～１時３０分 保健センター

　　６（木） ポリオ 午後１時３０分～２時３０分 保健センター

　  １１（火）
宮田地区乳児健診
（４、７、１２カ月児）

午後１時３０分～２時３０分 保健センター

     １２（水） すくすく相談 午後１時３０分～２時３０分 保健センターパレット

     １９（水）
のびのび子育て教室
（離乳食教室：４カ月～７カ月児）

午後１時３０分～３時 保健センター

     ２１（金） すくすく相談 午後１時３０分～２時３０分 保健センター

     ２７（木）
宮田地区３歳児健診
（Ｈ１５.２.１～４.１５生まれのお子さん）

午後１時～１時３０分 保健センター

１～28（土～金）
三種混合
麻しん風しん予防接種月間

市内指定医療機関

４月の健康カレンダー TOPIC

　笠松地区在住の人による美術展

「第３回笠松なびき展」が、１月

１４日、１５日に笠松研修センター

で開催されました。日本画、水墨

画、書、ちぎり絵、版画、押し花、

折り紙、陶芸、盆栽、パッチワーク、

写真など８０点が展示され、多く

の来館者で賑わいました。
笠松幼稚園・小学校、西中学校、つくも苑、笠松苑、
ぬく森からも団体作品が展示されました。

力作、名作が勢ぞろい

▼第３回笠松なびき展

● 開館時間　午前９時から午後

５時まで

● 休館日　３月は、６、１３、１９、

２１、２７日です。

● 今月の「おはなし会」　３月４

日土曜日、午後２時からはじ

　　　　　　まります皆さんの

　　　　　　　参加をお待ちし

　　　　　　　　ています。
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平田　信
▼年齢＝３９歳

▼身長＝１８３

センチ位

▼特徴＝ひげ

が濃い、歯並

びが悪い

高橋　克也

▼年齢＝４６歳

▼身長＝１７３

センチ位

▼特徴＝まゆ

毛が濃い、頭

が大きい

菊池　直子

▼年齢＝３２歳

▼身長＝１５９

センチ位

▼特徴＝右こ

めかみに小豆

第のホクロ

この数字は、旧宮田・若宮町の

人口、世帯数を足したものです。

人口 31,292人

男性 14,723人

女性 16,569人

世帯数 12,330世帯

２月１０日現在

トピック



2
0
0
6
.3

　

N
O
.0
0
2

本
庁
 〶
823-0011 宮

若
市
宮
田
29
番
地
1

支
所
 〶
822-0101 宮

若
市
福
丸
272
番
地
1

　
　
　
 広
報「
み
や
わ
か
」

　
　
　
 

▼

編
集
　
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係
　
印
刷
　
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

☎
0949・

32・
0512　

http://w
w
w
.city.m

iyaw
aka.lg.jp/

　

  

皆
さ
ん
に
お
詫
び
と
訂
正

が
あ
り
ま
す
。
２
月
11
日
に

発
行
し
ま
し
た
「
広
報
み
や

わ
か
」
の
十
一
ペ
ー
ジ
で
、

市
立
幼
稚
園
の
園
児
数
に
誤

り
が
あ
り
ま
す
。正
し
く
は
、

八
園
で
、
二
百
三
十
六
人
で

す
。
関
係
者
を
は
じ
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
こ

の「
編
集
を
終
え
て
」の
コ
ー

ナ
で
、
紙
面
の
お
詫
び
を
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
決
意

を
新
た
に
精
進
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

悲
し
い
お
知
ら
せ
の
後

に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
一

つ
。
宮
若
市
（
旧
宮
田
町
）

の
広
報
紙
が
平
成
十
七
年
度

福
岡
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

２
席
に
、
組
み
写
真
の
部
で

は
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
読
者
や
情
報
を

提
供
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の

協
力
の
お
か
げ
で
す
。
今
回

の
賞
を
励
み
に
、
さ
ら
に
充

実
し
た
広
報
を
お
届
け
し
ま

す
。（
林
）

昭
和
39
年
春
、
夕
暮
れ
時
の
直
方
駅
ホ
ー
ム
、

急
行
「
阿
蘇
」
の
窓
越
し
に
家
族
や
中
学
の
友

人
に
見
送
ら
れ
、
不
安
と
心
細
さ
、
同
時
に
社

会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
す
期
待
と
あ
こ

が
れ
を
胸
に
故
郷
を
後
に
し
た
の
が
つ
い
先
日

の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
四
十
二
年
、
墓
参
り
で
見
る
故
郷

大
之
浦
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
び
ま
わ
っ
た

野
山
や
社
宅
は
露
天
掘
り
で
す
っ
か
り
変
わ
り
、

母
校
大
之
浦
中
学
校
も
姿
を
消
し
墓
地
か
ら
眺

め
る
旧
緑
が
丘
小
学
校
の
校
舎
と
眼
下
の
旧
社

宅
本
町
に
懐
か
し
さ
を
覚
え
、
心
も
や
す
ら
ぐ
。

貝
島
炭
砿
で
育
っ
た
十
五
年
間
の
ア
ル
バ
ム

に
は
本
当
に
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ
て

い
る
。
た
だ
、
家
族
に
と
っ
て
は
つ
ら
く
悲
し

い
出
来
事
を
語
ら
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
昭
和

28
年
11
月
、
坑
内
事
故
で
父
が
奪
わ
れ
、
父
親

代
わ
り
に
働
き
続
け
病
で
倒
れ
た
兄
二
人
、
も

し
か
な
う
な
ら
五
十
二
年
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
、父
も
兄
二
人
も
居
る
あ
の
の
ど
か
な
「
平

和
町
」
で
今
も
ず
っ
と
住
ん
で
い
れ
た
ら
と
思

う
こ
と
も
あ
る
。

ボ
タ
山
、
竪
坑
、
大
き
な
煙
突
、
遠
方
に
は

六
ケ
岳
、
福
智
山
を
望
み
、
画
板
を
広
げ
る
と

い
つ
も
そ
の
ど
れ
か
が
描
か
れ
、
子
ど
も
心
に

も
何
か
ひ
か
れ
る
も
の
が
あ
り
生
活
に
も
密
着

し
て
い
た
。
石
段
を
登
る
と
神
秘
的
で
別
空
間

に
来
た
よ
う
な
「
山
の
神
」
が
あ
り
、
炭
坑
で

亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
魂
が
乗
り
移
っ
た
よ
う

な
真
っ
赤
に
熟
れ
た
カ
ラ
ス
ウ
リ
を
そ
こ
に
見

る
と
思
わ
ず
手
を
合
わ
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

共
同
浴
場
も
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
っ
て

く
れ
た
。
真
っ
黒
に
汚
れ
た
「
洗
い
浴
場
」
で

お
ぼ
れ
、
よ
そ
の
お
じ
さ
ん
の
足
に
捕
ま
っ
て

辛
う
じ
て
助
け
ら
れ
た
幼
い
頃
の
ほ
ろ
苦
い
思

い
出
、
い
つ
で
も
無
料
で
入
れ
た
の
が
当
然
で

今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
き
時
代
で
、
裸
の
付

き
合
い
で
も
あ
り
大
人
に
も
子
ど
も
に
も
最
高

の
社
交
場
で
あ
っ
た
。

中
学
時
代
の
豆
腐
売
り
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
自

ら
望
ん
で
始
め
た
こ
と
だ
っ
た
が
一
番
方
の
朝

食
・
弁
当
作
り
に
間
に
合
う
よ
う
四
時
に
起
き

売
り
歩
い
た
体
験
は
、
心
身
を
鍛
え
、
つ
ら
か
っ

た
事
よ
り
も
お
金
の
大
切
さ
を
学
び
、
そ
し
て

な
に
よ
り
も
、
炭
住
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
の
熱

い
人
情
に
ふ
れ
ら
れ
た
の
は
大
き
な
財
産
と
な

り
、
私
の
生
き
様
の
原
点
だ
。

本
社
前
の
広
場
で
の
集
会
に
も
ハ
チ
マ
キ
姿

で
大
人
に
混
じ
っ
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
、「
が
ん

ば
ろ
う
」
を
歌
い
気
勢
を
上
げ
た
事
も
あ
る
。

町
内
最
後
の
運
動
会
で
は
、
仮
装
行
列
で
「
ミ

ス
貝
島
」
に
選
ば
れ
、
も
う
一
人
の
自
分
に
会

え
た
思
い
出
、
亡
き
兄
が
通
勤
で
利
用
し
て
い

た「
充
填
汽
車
」に
は
一
度
乗
っ
て
み
た
か
っ
た
。

「
オ
ー
ル
貝
島
」
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
き
て
野
球

を
す
る
の
も
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
。

「
平
和
町
」
で
過
ご
し
た
十
五
年
間
の
思
い
出

は
今
で
も
記
憶
に
新
し
く
、
一
緒
に
遊
ん
だ
友

達
一
人
ひ
と
り
の
笑
顔
が
懐
か
し
い
。

炭
坑
繁
栄
の
陰
に
は
生
き
埋
め
と
な
っ
た
父

の
よ
う
に
、
多
く
の
人
た
ち
の
犠
牲
が
は
ら
わ

れ
た
事
も
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。

平和町の思い出

ふ
る
里
は
燃
え
て
い
る
。

日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
「
炭
砿
」。
宮
若
市
も
そ
の
一
角
を
担
っ

て
き
ま
し
た
。
筑
豊
の
風
土
や
人
の
つ
な
が
り
、
人
と
炭
鉱
の
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
た
あ
の
時
。
貝
島
炭
砿
に
ま
つ
わ
る
作
文
を
通
し
て
、

当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

運動会の仮装行列。左から２番目が「ミス貝島」に選ばれた吉本さん。

編
集
を
終
え
て


